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今月は“知ってみよう”「認知症」

知ってみよう　やってみよう　つなげてみよう
～ Yes we can!! ～

知ってみよう　やってみよう　つなげてみよう
～ Yes we can!! ～

知ってみよう　やってみよう　つなげてみよう
～ Yes we can!! ～

シニア世代の
みなさんへの
情報コーナー
シニア世代の
みなさんへの
情報コーナー

 　• ゆっくりと両ひざを曲げ、
ゆっくりとのばす
 　• 曲げる角度はできる範囲
で、10～ 20 回から始めま
しょう
 　• ひざに痛みがある場合は痛
みのない範囲で行いましょう

認知症とは…
　認知症とは、脳の細胞の働きが徐々に低下することで、認知機能(記憶、判断力など)が低下し、社会生活
に支障をきたした状態をいいます。

　認知症は、今日、誰もがなりうる病気であり、放置すると時間の経過とともに症状が進行してしまう病気
です。しかしながら、そのような病気であっても早期に対処することで後々の暮らしをより良いものにする
ことはできます。ご家族や周囲の人が「どうもこれまでと様子が違う」と感じたら、迷わずにかかりつけ医
や地域包括支援センターにご相談ください。

認知症と「もの忘れ」
　加齢による「もの忘れ」と「認知症」には違いがあります

　• お金の管理ができず、通帳や印鑑などを失くしてしまう。
　• 悪質な業者に騙されそうになった。
　• 支援してくれる人がおらず、自分で判断して書類作成や手続きができない。
　• 今は自分で判断できるけれど、将来、自分で判断することができなくなったらどうしたらいいだろう。

　高齢者の転倒は骨折に結びつ
きやすく、そのまま寝たきりに
つながるおそれもあります。
　下肢はたくさんの骨と関節で
構成され、多くの筋肉が働いて
います。
　転倒予防に効果的な下肢の運
動を継続的に行い、「転ばない」
身体を作っていくことが大切で
す。

■立った状態でのスクワット

両手を
頭の後ろで
組む

息を吸い
ながら
しゃがむ

息を吐き
ながら
立ちあがる

　こんな心配ごとがありませんか？

成年後見制度を利用すると
解決できるかもしれません！

■問い合わせ先
　• 高齢福祉課　　　　　　　　　　　　☎(32)8904
　• 地域包括支援センターみなみかわち　☎(48)1177
　• 地域包括支援センターいしばし　　　☎(51)0633
　• 地域包括支援センターこくぶんじ　　☎(43)1229

脳梗塞や脳出血など脳血管障害によ
って、脳の神経細胞に栄養や酸素が届
かないことで症状が現れます。まひな
ど体の症状を伴うことがしばしばあります。

血管性認知症
全体の約5～10％

大脳の前頭葉と側頭葉の萎縮など
が進行することで症状が現れます。
性格や行動の変化、言語障害がみら
れます。
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約束したこと自体を忘れる

ヒントがあると思い出せる

ヒントがあっても思い出せない

前頭側頭型認知症
全体の約5％

アミロイドβなど特定のタンパク質が脳に蓄積する
ことが原因と考えられています。記憶障害、失語や
失認(聴力や視力に問題がなくても、とらえた情報
の把握や理解が難しくなる)などがみられます。

アルツハイマー型認知症
全体の約70％

αシヌクレインというタンパク質が
脳に蓄積することが原因と考えられ
ます。幻視(実際にはないものが見え
る)や転びやすい、歩きにくいなどの
症状が現れることがあります。

レビー小体型認知症
全体の約10～15％
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おかず、なに
食べたっけ？

しまった！
10時に集合
だった！

なんで怒っ
ているの？
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？ あぁ！
そうだった！
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上は？

？ 何を探してい
たんだっけ？

ごはんまだ？


